
沮でな7,8月カ:やや小さいが大依0.6レ1Q Omと兒て上く,燈福贝温は6〜8月;：Xやや 

水さいが他の月は昭きな值を示し再,こ5月ではア. 5 e(y10 D mという杏しい走:•・示した。こ 

れはこの曇府Kはまだ高所にコA V.；：.-£> 〇ためでろら。

6 こんごの問題点

本研究;:!列始してから,未だ2カ年を哇:里したのみで,大部分の問題は今俊の研みこ三つも 

のといえるが,師に亟妥と恩われる点'上列记すれ・H ,次のごとくでめる。

A亜髙山性針葉:枷:の更新に関して

a ハケ位北湖地区では15~20m新の帯状皆仅更折にかなりの瑚奇がもてることカ:わ:」・ 

ったが,これを如何なる条件の針葉动林に・・で適;冃できるか。

川上帝状試甄の调査啮果は间地がハヶ岳と異り花囲岩風化土,艇の上に成なしている 

ので,上紀の間題にひとつの指針を与えると恩!)。

b 現時行なわれる伐木連材•方式に適合させて,どのような程変,こ.•；)y状吿仅全変棟させ 

ても更折の目的を連し為るカ・〇

c 咪我帝除去の時切および保我帯味去にょ・て金竝力:皆伐状.®てな〇、俊の環境交化の 

更所南にあ、上ほす彩潛。

d人工造林法匕天然更折法の適用眼界の累定〇

Bブナ林の更所に闻して

a ブナの更折に適した伐弗法の索定〇この目旳でブナ更衍ス快地・晚胸・営林局存内に設

定する見込で同局と折衝中でめろ。

bブナ当年生金封の,肖失県因の究明と,その防除手蟆

cブナ地带における人工莅林謀界を多右地带»非多甘地帯別に索定す,3こと。
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4造味木の材宵試験

1試験担当者

け忏料長:加成孟:

材質研究室:阳藤彩れ,中川伸知 斉一久・,小田正一,重松頓生,石硏取寿

物理研究室:蕉木自祠’中好逹犬

讶旺何究•室:山井良三郎,涌見 为•近嗔孝一,中井 孝

2 試養目的

戦後,木材・の需要汩てたいして供給がともなわず,森林の生産就四瞥大のために短伐期早生 

尚花KよQ位大,折の;什画がすすめられ,商くその成寒が上げられようとしている。

しかるに,こOX2«期早生剛业として生産ざれているものっうちにな,いわゆる,未吠知オ 

としてかなり低品質なものがおむく ,利用上の・底耍な支飾を写えてあ、り,その付賀向上がのぞ 

まれている。

この研究な,このような意味で短伐期早生呀超としてとり上げられている造林木の材質の夷 

GSB霧きらかにするとともにパオ爻低下〇票因とその改善法を软紂するとともに,さらに听し 

い加工技術によって,そのけ質改良一‘>"腰服ついて研、切・る。

3 前年度までの経過とえられた結果

対象樹極として,ス・,ヒノキ,アカマツ,カラマツ・トドマツ心宅林木］:予定しているが, 

まず,昭和4 〇年にはアカマツ避林木について,一定の皮华による式目の抿取と実用寸法・ 

角材(てついて品質,蔵査をおこない,角|・オの品貿に必善している欠点模索の種:灯i,出斑頻既をわ 

ぎらかにし,さらドス物降までに生ずる二次的な損僞(材而割れ,ねじれ,そり誓)の程変を 

あさらかにすることがでざた。

昭若!4。年度にわいては,東京な林局笠間讨林岩百内8林班にむける林・齢6 3年のT I 

ツ萱林地において,合計5 3本の洪忒木従破定伐採した。僕曲Kの選定,宗伐の妾禎;エ次•うと 

あ、リで吻る。

供送木の遶定,架伐

U)供試木は林分の胸高直從の本数配分(・て比例して,その直径隔構べっに選ぴ1林分当りの合 

田毎〇個诲以上とすち。

(巾 簡高直荏2 5兩以上を対象として,通直で外通上無此のものから選定する(廿しい曲潞 

木,二又木,外粉木などを除外したものからrandom sarnplingによって直毎梅べっ
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に抽出する)〇

(iii)洪試木;:1危上髙〇• 2 mで伐倒し,次のとわり塚さ2 0 Eの円咬とけ£•< 4. 〇 m ・つ丸太を律・|

换武丸太亿倒する調査

供試丸太について次の事項を調査した<,

(I)皮つき,皮なし直径

3)心材直径

(iii) 偏心度

(IV) 丸太の曲り

(V) i•オ而の淖

供試円板亿圖する調査

供渓円板についてM次の材質招標を側定した。

(i) 年暢鱈 (乎均年紿附)

(ii) 晚オ率 (千均晩为率)

<iii)容稍苗既故,気乾比如

(iv) 蛾維河斜斐

(V)収琦率 (平均収麻!率,戒乾までの収谿率,全収稲率)

」供試丸太の猊丹

供浅丸太については,供試木の直苦殷ごとに次の区分におこない平角材を木取ラた。平角材 

の寸法は,厚さ12 cm,蓿21南,長さ4.0れである。
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、、、^木敏り 

胸谨区分、、、
心もち 心去り 心割り

2 5..7ft^-5 8,e 3 5 4 —

4 〇 •d 6 th 1 5 — 4 8

4 8じ45 4cni 5 1 3 〇 —

砌i材の品知•誡武

製引妾の洪ズ削れ. •,:赤ようけ氏下の夷麒をイ"

た〇双茂郭項は

(i) 时而轲れの愠阪

(ii) ねじれ壮

(iii) •そりの派

(iv) J as規格に史ら角Hの品冷總夜

なつ,供試角时から噩欠点強受試片を木取り,面者初オの旅ぜ當我として,嵌圧爺强さと比 

冏戏喚,蜀I眼ウ新さと比冽限収,曲げ渕史と比例決ぜ,刈断Hさ,硬延尋会$とめた〇

収リまとめ検討小項

门;林木の戒築用けとLての適母を判定するため,.岚の各席!定项日昂 とにし沼次の・項を 

取りまとの除的中で,疝・

造材歩止り,来村品籍に阂する"項

(i)幹の各寸部べつの材日比率

iii) 品等の実・'項,响上高べつ ル材品淳の丈化

uii)点け品等k支配的な要因6'K折,乾燥林。品冗心対e呻

<iv) . iifl/jijn , i!じれ,そりによろ内时の品質板下の曳四

1V,立木,気材,簡材の杀件と村質低下の関係

菇通附铤にINする刀項

(i)朱成熟材の材質特性 .

iii)林木の成熟岡确にあたえる成長条件の影评

えられた結果の撒要

昭和4 I〇年既に来伐した愛間］妙アカマツ时についての弱斐诂翌以,現在•恕十升可:を実行 

中でめリ,したがって,裕括的な制けだ東らカ・ていないが,笠湖地方アカマツ材Kついて 

えられている中圈的な书・県は次のとあ、りである。

(i)平均年輪臨

平•角材のJ Asによる品等役示にお七、て,卜坊;貝紙席な,特等付か6g以下とコ定され 

ていろが,笠Hh笙アカマツ心もち角材・についての必哭なF浦」にしうすごとく , 62 以 

下の出現顷归丄涂ほで約6 7あであるが胸您2 5-58 mよでのものでれ•Mの累加却度は 

10 00,胸隱48侦以上のものでな約7瞬で•あった〇
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Fig-1•底マニ’が尹角材の平均 Fig. 2. 7•カマッ心もら润材のねじれ拉(厚

年假Iの累理頻度 の面)の梁加韻度

(笠間産アカマツ) (笠間産アカマツ)

3)心もち平角のねじれ横

心もち平角の埋の面のねじれ会は,Fig.2Xし均したが,ねじれ蛍10.0海理度を実 

用的な許容限界とすれば,この限界以下のものは忿括で約8 0 %であリ,この場合も,臨 

径2 5—5 8 cniでのものの累加,須度は約90岱であろか,询徳48血以上のものは約68 % 

でるり,•胸径の小さいもの任ど品質のよいことは垮きらかである。

平角の爲の而にあ、けるねじれ.性をFig. 5 ;てしめしたが,この:場合もねじれ域10.0心 

セ実用的な浒容限界とすれば,この限界以下のものは,総括で的65がであり,恂径2 5～ 

38血のものの期加归度は約85务であるが,翊圣4 8 5以上のものは約4 5 %である。

Oil)そりの飲

心もら平角のそりの蟻をFig. 4代:しめしたが,そりの駐はかなり小さく ,いずれも実
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Fig. 3.アカマツ心もち平角甘のいじれ量

(臨の而)の累加頻度

(笠間産アカマツ)

Fig.4.アカマツ心もち平角材のそり 

のMの累加頻度

(笠間産アカマツ)

用上の支跪になる程度とは考えられな。しかし供就木の径級Kよる差異姓吻さらかで,$ 

級の小さいものほど品質のよいことは,ねじれ站:の坞合と冋様で防った。

(IV) 平角材にあ、ける節

平角材にあらわれる節(てたいしては,出現する席の合計而積全角"・の表面積にたいする

比率としてしめすとFig5.のとふ、りでわり,節の面浦率1.〇务以下のものは,映径2 5〜

5 8同のもので出・現率10 〇笏であるのにたいして,拘径48糸以上のものの累加領度せ

6 〇 %以下であ〇 ,節についての総合品質に幽しても,f!携の小さいものの品質がよいこ 

とはあきらかでろった〇

(V) 娥維煩斜度

平角材の皺維烦斜度はFig 6.にしめすごとく,構造用蚊として,為オ規格にぢいては,
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Fig. 5.アカマツ心もち平角材の節の面 

お序の累加埴度(笠間産アカマツ)

Fig. 6.アカマツ心もら平角材の縷維傾 

斜底の累加頻度(笠間産アカマツ)

きわめて後微なもの(待等)と規定されている敵維倾度7所以下の出現率は,演径2シ58 

eの供試木では約4 7 %,刷侬4们知以上のものでは2 〇务以下となり,これらを総括し 

てもその出現率な約5 〇%で,この场合も胸径の小さいもの蘇ど品質の艮いことはあきら 

かである。

また,許容限界をこえる頻度について,他の <!質指螺と比鼓す6と,この(酬頰糾度の 

搦合に蟻もたかく,この材・纹指侦が幼齢造林木のけ質向上のために重要な因子でりること 

があきらかである。 ^ .

4昭和41年度の計画

な森営林局一関営林皆苗内4林班 のアケマッ 造林地について,立木密窪の異なる林分史 

対象として,照林を孫伐し,基離(才質を薄すろとともに,供試木から平角製讨品を製材し,
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用材としての実用品?5(製品の桝而剳れ,れじれ,そり咨、理品品安)を調齊し,構造用・とし

ての性能をら4ら力にし品質向上K gる透冰质術上の問灣点を検討する〇

5昭和41年度の試験経過と赠呆

当初計画にもとづaイ蒜育林局一関•営林'?:•営内4林短ほ.ぱふ、いて并炳5 9年の丁カマッ

0林地から,合計5 9本の供試:木を!®定伐採した〇

この供・艾木から材長4.0贞つ供忒丸太を】〜"番玉堂で採村し,次の径級区分によって平角材

を採材・した。

これらの供湖けKついて,J ASによる品警 、、、、^木取り

地と蜘による材質以員闵を訓皆,測定中でめ 灼役区分、、、
心もち・角

る 〇 2&.-3r^36ai! 5 4本

e 今後の問題点 38Z8ai 6 2本

短伏崩早生萌權の冴質を把押する密咔で漁討中

のカラマツおよびアカマツ!オの阻m性のうら,用讨品稅の低波因子として館要なものは,未 

成知ノ部にびげ如1fしいi:財韭傾科とこれ・にともなう呢常収殂Q現象である。これらの府性は個 

体冏,址た一個体内でも成长過程によラて復雑に変動Lている。したかって,今後の問題とし 

ては,幼齢爆材でとく田才質劣化の窘しいカラマツについて,その惊因の究明,生塑技術によ 

ろ•品質向上の可威性・加工技術の開発にXるオ叮改良などについて研究す5必要がるる。
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